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任期：平成 28 年９月 30 日まで
森　　純一（再任）
任期：平成 28 年３月 31 日まで
◆環境安全保健機構長 　◆国際交流推進機構長
美濃　導彦（再任）
任期：平成 28 年９月 30 日まで
引原　隆士（再任）
任期：平成 28 年９月 30 日まで
阿曽沼　慎司（新任）





































































































































































































課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 3 － 3 1 － 1 － － 0
博士（教育学） － 1 1 － － 0 1 － 1
博士（法学） － － 0 － － 0 － 1 1
博士（経済学） － － 0 4 3 7 3 1 4
博士（理学） 8 1 9 5 1 6 4 2 6
博士（医学） 15 1 16 16 4 20 6 1 7
博士（医科学） 1 － 1 1 － 1 － － 0
博士（社会健康医学） 2 － 2 2 － 2 1 － 1
博士（人間健康科学） 1 － 1 － － 0 － － 0
博士（薬学） － － 0 － 1 1 5 1 6
博士（薬科学） － － 0 － － 0 － － 0
博士（工学） 6 1 7 5 1 6 44 4 48
博士（農学） 6 2 8 5 3 8 2 1 3
博士（人間・環境学） 1 － 1 1 － 1 6 1 7
博士（エネルギー科学） － － 0 － － 0 7 － 7
博士（地域研究） － － 0 1 － 1 － 1 1
博士（情報学） 2 － 2 3 － 3 12 － 12
博士（生命科学） 3 1 4 1 1 2 3 － 3
博士（地球環境学） 3 1 4 － － 0 3 1 4
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［Policy Studies on Port Commodity Movement（Japan Institute of Construction Engineering）］


























































（Department of Wildlife Science（Nagoya Railroad Co., Ltd.））

























（Department of Target Therapy Oncology）





























































































































































































































































































































































































































































































同教授の基調講演は，「Wild harmonic bundles 
and wild pure twistor D -modules（調和バンドルと
純ツイスターＤ-加群の研
究）」という題目で行われた。
同教授はこの理論によって，
柏原正樹 名誉教授が提案
した難問「柏原予想」を解決
し，内外で高く評価されて
いる。また，これらの壮大
な結果は21世紀の数学の基盤の一部になると期待さ
れている。
さらに同会議では，同じく数理解析研究所の熊
谷　隆教授が招待講演者として講演を行った。
 （数理解析研究所）
望月拓郎数理解析研究所教授が国際数学者会議（ICM）で基調講演を実施
講演する望月教授
ICMの基調講演会場全景
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大学の世界展開力強化事業（「人間の安全保障」開
発を目指した日アセアン双方向人材育成プログラム
の構築）による，サマースクール「東南アジアの再生
可能エネルギー開発」の研修をラオス・ベトナムで
行い，工学部・農学部・経済学部・文学部・総合人
間学部の学生15名が参加した。なお，この研修は国
際交流推進機構との連携による国際交流科目として
実施され，所定の要件を満たした場合，一般教養科
目２単位が認定される。
研修は大垣英明 エネルギー理工学研究所教授，
石原慶一 エネルギー科学研究科教授の引率および
藤枝絢子ASEANセンター学術研究支援員の協力に
より，移動日を除き８月12日（火）から16日（土）まで
ラオス国立大学（NUOL），８月18日（月）から24日
（日）までベトナム国家大学ホーチミン市校工科大学
（HCMUT）において実施した。
第一週目のラオスでは，NUOLの学部生とともに，
持続可能エネルギーについての講義と，水力発電所，
ビール工場への訪問を通して，各種エネルギーの基
礎知識やエネルギー効率改善，今後それらの利用を
拡大するための社会的・経済的・政治的・技術的諸課
題について学んだ。また，第二週目のベトナムでは，
HCMUTの学部生と太陽光，風力，バイオマスエネ
ルギーの基礎講義を受講した後，太陽光発電（Intel
ベトナム工場），風力発電，石炭火力発電を見学し，
それぞれの長所短所について実地で学んだ。
本学とそれぞれのホスト校の学生が３名ずつ５グ
ループに分かれて，ラオスの未電化地帯の電化対策
や，ホーチミンへ
の電力供給などに
ついてグループ研
究を行い，成果発
表を行った。
また，ラオスで
は発電所建設のた
めに滞在されてい
る本学卒業生との
懇談も行った。
本研修は，本学
と現地の学生に
とって，貴重な経
験となり，臨地研
修を通して，エ
ネルギーと環境に
ついての生きた知
識を得ることがで
きた。また，海外
滞在が初めての学
生もいたが，すぐ
に現地に馴染み，
現地学生との交流
を深めることがで
きた。
 学際融合教育研究推進センター　　　　
 （（人間の安全保障開発連携教育ユニット）
ラオス，ベトナムでサマースクール「東南アジアの再生可能エネルギー開発」の
研修を実施
防災研究所は，８月29日（金）に高知県高知市のサ
ンピアセリーズにて第25回京都大学防災研究所公開
講座（共催：高知県 後援：自然災害研究協議会）を
開催した。
これまで公開講座は京都で開催してきたが，本年
度は出前講座ということで，南海トラフの巨大地震・
津波，台風・高潮災害，土砂災害といった様々な自
然災害リスクをかかえる高知県で開催することに
京都大学防災研究所公開講座　「地元目線で考える複合災害」を開催
風力発電所の見学風景
石炭火力発電所見学風景
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なった。
予想される複合災害の姿，またその防災対策につ
いて，「“災害のメカニズムを学び，防災対策に役立
てよう！” －地元目線で考える複合災害－」と題し，
ハード対策だけでなく，避難，さらには事前復旧・
復興計画まで視野に入れた幅広い観点から議論した。
当日は，定員270名の会場は満席となり，参加し
た一般住民の方や学生の皆さん，防災業務に携わる
民間企業，各種団体，市町村および県職員の方々は
最後まで熱心に聴講された。
また，昨年度同様に，より多くの方に視聴いただ
けるようインターネット中継を実施し，約400名が
受講され防災への関心の高さを実感した。
防災研究所では，防災・減災の一助となるよう，
今後もこのような取り組みを続けていく予定である。
 （宇治地区事務部）
９月10日（水）午後６時30分から京劇ドリームボウ
ルにおいて，平成26年度総長杯（第１回ボウリング
大会）が開催された。39チームが参加した会場内で
は，ストライクやスペアが出るたびに笑顔でハイ
タッチを交わす姿があちらこちらで見られ，おおい
に盛り上がった大会となった。
試合終了後の表彰式では，山﨑宏記 総務部人事
課福利厚生室長より，優勝杯，表彰状が授与された。
大会結果は次のとおり。
＜団体＞　
優　勝：情報部「情報部ボウリング同好会」チーム
　　　　（1,321ピン）
　　　　上原孝俊，岡田悦子，櫻井恒正，髙見好男
準優勝：エネルギー理工学研究所「エネ研」チーム
　　　　（1,182ピン）
　　　　千住　徹，長﨑百伸，紀井俊輝，増田　開
＜個人＞
男性　優勝：櫻井恒正（情報部）（393ピン）
女性　優勝：市川温子（理学研究科）（307ピン）
 （総務部）
平成２６年度総長杯（第１回ボウリング大会）を開催
大会風景
優勝した情報部「情報部ボウリング同好会」チーム
参加者多数で盛況な会場の様子
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小野紘一先生は，７月31日
逝去された。享年72。
先生は，昭和40年，京都大
学工学部土木工学科を卒業，
同42年に同大学院工学研究科
修士課程を修了，同47年にカ
ナダ・トロント大学大学院Ph.D.課程を修了し，
Ph.D.の学位を取得された。株式会社鴻池組を経て，
平成８年京都大学教授に就任し，工学研究科土木シ
ステム工学専攻複合基盤システム工学講座を担任さ
れた。平成13年より京都大学国際融合創造センター
（融合部門）教授を併任，同16年に工学研究科都市環
境工学専攻の専任教授を経て，同17年定年により退
職され，京都大学名誉教授の称号を授与された。ま
た，平成17年６月から同22年３月まで舞鶴工業高等
専門学校長を務められたほか，同24年１月より本学
研究国際部および学術研究支援室の上席専門業務職
員を務められた。
先生は，土木工学の幅広い分野において，特に，
コンクリート工学，トンネル工学に関わる特筆した
研究を進められ，コンクリート覆工と地山の連携を
取り入れたトンネル支保機構の考案，火災に対する
トンネル構造の安全性向上などにおいて多大の成果
を挙げられた。
また，環境とエネルギーに関する産学連携研究会
会長や新都市社会技術融合創造研究会副会長，国際
トンネル協会首席副会長を務められるなど，産学や
産官学の連携の推進と国際活動を実践し，土木工学
のみならず日本社会の恒久的な発展に多大な貢献を
された。
 （大学院工学研究科）
小野　紘一　名誉教授
鈎　三郎先生は，２月18日
逝去された。享年91。
先生は，昭和20年９月東京
帝国大学第一工学部造兵学科
を卒業，同22年７月に京都大
学工学研究所（原子エネル
ギー研究所への改組を経て，現在はエネルギー理工
学研究所）研究補助に採用され，その後同講師，同
助教授を経て，同35年１月に教授に就任され，放射
線応用工学研究部門を担当された。先生は，昭和52
年より同54年までの２年間，研究所長として所内の
管理運営と研究設備施設等の充実に努められるなど，
研究所の発展に多大の貢献をされた。昭和61年３月
に停年により退官され，同年４月に京都大学名誉教
授の称号を授与された。
先生は，電子顕微鏡の無機化学への応用や，質量
分析計，炭素黒鉛材料，化学プラズマなどの広い分
野において多くの独創的な研究業績を挙げられ，そ
の発展に寄与された。中でも，放射線損傷その他の
理由で格子欠陥の生じた金属の欠陥位置およびその
進行を電子顕微鏡で連続追跡する手法を創出され，
また従来の常識を破る可搬型の常圧気体直接導入型
の質量分析計の開発と，その化学プロセスのモニタ
リングへの応用を進められ，さらに触媒法による高
品位黒鉛の製造法を発明し，黒鉛化温度の著しい低
減化に成功され，化学プラズマを利用した種々の金
属酸化物単結晶の析出の研究などで，国際的に高い
評価を得ている。
 （エネルギー理工学研究所）
鈎　三郎　名誉教授
訃報
このたび，鈎
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お
名誉教授が逝去されました。
ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
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髙木久雄先生は，８月31日
に逝去された。享年89。
先生は昭和26年３月京都帝
国大学文学部文学科を卒業
後，引き続き同大学院に同31
年３月まで在籍，その間，同
28年４月から京都府立西京大学文家政学部助手，同
年11月から同講師として勤務された。昭和30年12月
京都学芸大学助教授に就任，同32年８月に，京都大
学教養部助教授に転任，同年９月から同34年８月ま
でアレキサンダー・フォン・フンボルト財団の給費
生としてドイツ連邦共和国への出張を経て，同46年
３月には京都大学教養部教授に昇任し，同63年３月
停年により退官され，同年４月１日京都大学名誉教
授の称号を授与された。本学退官後は，京都外国語
大学教授に就任，理事，評議員，学長などを歴任さ
れ，平成12年３月に同大学を退職，同年４月１日同
大学名誉教授の称号を授与された。
先生の本学における教官歴は30年余の永きにわた
り，その間，教養部においてドイツ語の授業を担当
するとともに，文学部および大学院文学研究科にお
いて講義ならびに研究指導を行ない，後進研究者の
育成に力を尽くされた。その傍ら先生は，教養部の
各種委員長を務められ，教養部の運営に多大なる貢
献をされた。
専門の研究においては，ドイツ近・現代文学，こ
とにゲーテとカフカを中心にすえたドイツ小説の研
究に従事され，すぐれた論文を発表されるとともに，
多くの翻訳を通じて，ドイツ文学・思想の理解と普
及に寄与された。学会活動も広範囲に及び，ドイツ
文学研究および教育における顕著な功績と学界への
多大な貢献により，平成13年６月財団法人ドイツ語
学文学振興会より感謝状を贈呈された。
以上のように，先生は，多年にわたって本学にお
ける研究・教育に従事され，学生の指導，研究者の
育成に尽くし，本学に貢献されるとともに，ドイツ
文学研究の発展にも寄与された。
 （大学院人間・環境学研究科）
髙木　久雄　名誉教授
糸川嘉則先生は，８月31日
逝去された。享年80。
先生は，昭和34年３月京都
大学医学部を卒業，同35年４
月に同大学医学部助手に採用
され，同40年12月医学博士の
学位を授与された。昭和49年１月同講師，同年５月
同助教授，同54年６月同教授に昇任され，衛生学講
座を担当された。平成７年京都大学評議員に任命さ
れ，同９年３月同大学を停年退官され，名誉教授の
称号を授与された。その後，同年４月より福井県嘱
託として福井県立大学新学部設置準備に尽力され，
同11年４月福井県立大学教授に就任，同17年３月同
大学を定年退職され，同大学名誉教授の称号を授与
された。
先生は，衛生学および栄養学の領域において顕著
な業績を挙げ，代表的なものはビタミンの神経機能
に関する研究，生体の微量成分の作用機構に関する
研究，栄養状態，健康状態の解明に関する研究，環
境汚染物質の生体影響に及ぼす影響に関する研究，
医療・保健・福祉の連携に関する研究等である。
先生は，一貫して生活に関係する環境衛生問題に
貢献し，わが国ならびに世界の医学の発展や，国民
保健の向上に大きく貢献したものであり，その功績
は顕著である。
これらの業績により，紫綬褒章，瑞宝中綬章，日
本栄養・食糧学会功労賞，日本マグネシウム学会功
労賞，フランス医学会銅賞，ベルツ賞を受けられた。
 （大学院医学研究科）
糸川　嘉則　名誉教授
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